


































































る。1999年 12月 31日現在、会員数 1300名を超えており、会員は動物を研究対象とする自然科学系の研究者
のみならず、社会科学系、人文科学系の研究者も多数参加している。そして、2003年から IAHAIO（International 





















6　 同学会は、2006年日本学術会議協力学術研究団体に指定された。韓国の場合は「창파동물매개치료연구센터（Center for 










































































































































































れてきた熊』16 は、第 1部 熊と人里、第 2部 熊と人間が取り結ぶ精神世界、第 3部 文芸にみられる熊に構成
され、神としての熊、熊と人々の関係など、民俗学の観点から書かれている。また『狐－陰陽五行と稲荷信
仰』17は、第 1 章 狐の生態、第 2 章 日本の狐、第 3 章 中国の狐、第 4 章 陰陽五行思想と狐、第 5 章 







15　 李御寧編（2009）『文化で読む十二支神　虎』생각의 나무、12～ 13頁。
16　 赤羽 正春（2008）『敬われてきた熊』（ものと人間の文化史 144）法政大学出版局。詳しい目次：第 1部 熊と人里（鳥海
山のシシオジ・金子長吉と熊 /朝日山麓の小田甚太郎熊狩記 /大鳥の亀井一郎と熊 /豊山麓藤巻の小椋徳一と熊 /里と熊
/熊と食 /熊の捕獲 /狩りの組織と村の変貌）第 2部 熊と人間が取り結ぶ精神世界（熊・母系・山の神熊を敬う人々 /山
中常在で去来しない山の神、大里様と熊 /闇の支配者 /熊の霊 /熊の頭骨 /熊の像 /熊祭りの性格）第 3部 文芸にみられ
る熊。



























































































21　 박주연（2007）「猫と一緒で幸せです！」ニュースメーカ 737号、京郷新聞社、55～ 60頁参照。








































                     （2010）『文化で読む十二支神　兎』생각의 나무。
                     （2010）『文化で読む十二支神　龍』생각의 나무。
                     （2011）『文化で読む十二支神　蛇』열림원。
                     （2011）『文化で読む十二支神　馬』열림원。
                     （2012）『文化で読む十二支神　羊』열림원。
・林良博他編（2008）『ペットと社会』（ヒトと動物の関係学第 3巻）岩波書店。
                         （2008）『野生と環境』（ヒトと動物の関係学第 4巻）岩波書店。
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　　　　　　（2009）『動物観と表象』（ヒトと動物の関係学第 1巻）岩波書店。
　　　　　　（2009）『家畜の文化』（ヒトと動物の関係学第 2巻）岩波書店。
WEBページ
・HARsヒトと動物の関係学会（http://www.hars.gr.jp/index.htm）
・動物観研究会（http://www008.upp.so-net.ne.jp/ATAnimals/）
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